










要約 小児の疾病や障害が変容し,小児の死亡において事故の占める比率が増加しつつある

今日,小児の事故予防対策を確立し安全教育を推進することは小児保健の重要な課題であ

る。小児の事故予防対策を検討するためにはまず事故の実態を把握することが不可欠であ

るので,京都第二赤十字病院における小児救急の事故症例を疫学的に検討し,事故の原因に

ついて考察した。昭和 53 年より 11 年間に救急外来において取り扱った事故症例は 2,990

例であり,その間の小児救急患者が 16,288 例であったので事故症例の占める割合は 18.4%

であった。事故の種類としては頭部外傷,軟部損傷,異物誤飲が多く,受傷の原因としては

衝突が最も多く,ついで転落,転倒による損傷が多かった。受傷時の子供の状況としては,

子供がひとりでいる時が最も多いが,乳幼児において両親などといっしょにいる時の事故

が約 30%であったことは,小児の事故予防について母親の教育,社会の啓蒙の重要性を示す

ものである。


